
事例紹介「全国保育協議会・全国保育士会が実施する 

各種研修の取り組み」 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 

全国保育協議会 研修部会長 森田 信司 

本⽇お話しする内容 

1. 全国保育協議会・全国保育⼠会が実施する研修等
※別紙、全国保育協議会が実施する研修事業 ⼀覧 

全国保育⼠会が実施する研修事業 ⼀覧 参照 

2. 教育・保育施設⻑専⾨講座について
（1）教育・保育施設⻑専⾨講座の前提となる「保育所⻑の研修体系」 
（2）教育・保育施設⻑専⾨講座 運営委員会による毎年度のプログラムの検討 
（3）教育・保育施設⻑専⾨講座の具体的内容 
（4）修了者に向けたリカレント研修の実施 

3. 主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座について
（1）主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座 ゼミ指導講師による講座への助⾔ 
（2）前期・後期の 2 回にわたる計 8 ⽇間の集中講義の実施 
（3）ゼミ指導講師指導に基づく全 6 回の課題レポートの提出、修了論⽂の執筆 
（4）修了者に向けたリカレント研修「保育スーパーバイザー」養成研修会の実施 

4. 保育所・認定こども園 保健・衛⽣専⾨研修会について
（1）保育所・認定こども園 保健・衛⽣専⾨研修会の具体的内容 

5. ⾷育推進研修会について
（1）⾷育推進研修会の具体的内容 

6. 全国保育研究⼤会、ブロック保育研究⼤会及び全国保育⼠会研究
⼤会における「実践研究発表」について 

7. 「保育活動専⾨員」認定制度について
   〜全国保育協議会・全国保育⼠会の研修受講の累積を評価〜 

（1）「保育活動専⾨員」認定制度の趣旨 
（2）「保育活動専⾨員」認定制度の活⽤ 
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1. 全国保育協議会・全国保育⼠会が実施する研修等
※別紙、全国保育協議会が実施する研修事業 ⼀覧 

全国保育⼠会が実施する研修事業 ⼀覧 参照 
○保育⼠・保育教諭、主任保育⼠・主幹保育教諭、施設⻑（園⻑）、看護師、栄養⼠、など

幅広い職位・職種を網羅する研修会を実施。

2. 教育・保育施設⻑専⾨講座について
（1）教育・保育施設⻑専⾨講座の前提となる「保育所⻑の研修体系」 
○全国保育協議会では、平成 18 年 10 ⽉に『全保協の将来ビジョン「すべての⼈が⼦ども

と⼦育てに関わりをもつ社会の実現」をめざして』を提唱。

○将来ビジョンの掲げる⾏動計画を具体化し推進するための、施設⻑として具備すべき資
質・学習領域を、「保育所⻑の研修体系」として、平成 21 年に整理。

○「保育所⻑の研修体系」に基づき、研修プログラムとして構成したものが、現在実施して
いる教育・保育施設⻑専⾨講座（平成 27 年度に保育所⻑専⾨講座から改称）。

○「保育所⻑の研修体系」は、⼦ども・⼦育て⽀援新制度における施設⻑の資格要件の検討
にむけて、「教育・保育施設⻑の研修体系」として現在改定検討を進めており、平成 30
年度からは、改定後の研修体系に基づく研修プログラムで実施を予定。

○受講の対象は、保育所⻑（認定こども園⻑）または準ずる職にある⽅を前提としているが、
主任保育⼠・主幹保育教諭等、将来的に保育所⻑（認定こども園⻑）または準ずる職を⽬
指す⽅の受講も多くみられる。

（2）教育・保育施設⻑専⾨講座 運営委員会による毎年度のプログラムの検討 
○教育・保育施設⻑専⾨講座の運営にあたっては、「教育・保育施設⻑専⾨講座 運営委員

会」を設置。委員は、学識者及び全国保育協議会・全国保育⼠会役員から構成される。
【平成 28 年度 教育・保育施設長専門講座 運営委員会】 

委員長     山縣 文治 関西大学 教授、人間健康学部長・研究科長 

委員（学識者） 関川 芳孝 大阪府立大学 地域保健学域教育福祉学類長、教授 

倉石 哲也 武庫川女子大学 教授 

金子 恵美 日本社会事業大学 教授 

小川 清美 東京都市大学 教授 

○実施後のアンケート結果をふまえ、運営委員会において次年度の内容・講師を検討。
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（3）教育・保育施設⻑専⾨講座の具体的内容（平成 28 年度の内容を例に） 
○プログラム（1）、プログラム（2）、プログラム（3）の三つで構成。
【プログラム（1）】2 ⽇間・90 分×6 コマ 計 540 分（9 時間） 
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【プログラム（2）】3 ⽇間・90 分×12 コマ 計 1,080 分（18 時間）※レポート必須 
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【プログラム（3）】3 ⽇間・90 分×12 コマ 計 1,080 分（18 時間）※レポート必須 
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○3 つのプログラムをすべて修了した場合に、修了者として修了証書を発⾏。（同⼀年度で
なくとも、連続する 3 か年ですべてのプログラムを修了すれば可）
平成 28 年度までの累計修了者数は、1,194 ⼈。

○3 つのプログラムにおいて、全体で計 8 ⽇間・2,700 分（45 時間）を実施。

○プログラム（2）、プログラム（3）は、講義のほかに、豊富なグループワークを実施する
とともに、受講後に総括レポートの提出を求め、受講内容の到達⽔準を担保。

（4）修了者に向けたリカレント研修の実施 
○教育・保育施設⻑専⾨講座の修了者等を対象として、更なる研鑽の機会を確保。

制度動向への対応とともに、地域社会から⼀層の信頼を得るための適切な福祉サービスの
提供を実践するリーダーとしての研鑽を図ることを⽬的に、隔年で開催。

○グループワークを主体に実施し、マネジメントに関するテーマを中⼼にこれまで実施。

【平成 27 年度】2 ⽇間・480 分（8 時間） 
1 ⽇⽬ 「⼦ども・⼦育て⽀援新制度」施⾏を踏まえた平成 28 年度以降の対応 
2 ⽇⽬ 新時代のリーダー・経営者に求められる考えとは 

〜故きを温ねて新しきを知る…中国古典に学ぶビジネス戦略〜 
講師：作家・中国古典研究家 守屋 淳 氏 

【平成 25 年度】2 ⽇間・660 分（11 時間） 
1 ⽇⽬ 「⼦ども・⼦育て⽀援新制度」本格施⾏に向けた課題への対応 
2 ⽇⽬ 「良いチームをつくる」〜組織感情という視点から、職場マネジメントを考える〜 

講師：株式会社ジェイフィール 代表取締役 高橋 克徳 氏 
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3. 主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座について
（1）主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座 ゼミ指導講師による講座への助⾔ 

○主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座では、8 ⽇間の集中講義受講のほか、全受講⽣がゼ
ミに所属し、ゼミ指導講師の指導のもと、通年で課題レポートの作成や修了論⽂の執筆
に取り組む〔詳細は、後述（3）参照〕。
【平成 29 年度 第 30 期主任保育士・主幹保育教諭特別講座 ゼミ指導講師】

荒木 友希子 金沢大学 准教授 

倉石 哲也 武庫川女子大学 教授 

小沼 肇  小田原短期大学 学長 

咲間 まり子 修紅短期大学 教授 

里見 恵子 大阪府立大学 准教授 

清水 益治 帝塚山大学 教授 

千葉 武夫 聖和短期大学 学長・教授 

林  陽子 名古屋女子大学短期大学部 教授  

増田 まゆみ 東京家政大学 教授 

○各期の講座修了時には、ゼミ指導講師と全国保育⼠会役員の懇談会を開き、次期講座に
向けての改善点等を協議。

（2）前期・後期の 2 回にわたる計 8 ⽇間の集中講義を実施 
○主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座では、前期 4 ⽇間・後期 4 ⽇間、計 8 ⽇間の集中

講義を開催。

○ゼミ指導講師によるゼミ演習の時間 10 時間を含め、前期・後期を通して 8 ⽇間・2,700
分（45 時間）を実施。

○下記 5 点を中⼼として、保育のリーダーとしてのより⾼度な専⾨性と指導性を、系統的
な学習により習得することを⽬的とした講義を提供。

（１） 保育内容の質的充実をはかる  
（２） 保育のリーダーとしての⼒量を⾼める  
（３） 保育のスーパーバイザーとしての知識・技術を磨く  
（４） 地域社会への⼦育て⽀援における役割を担う⼒量を⾼める 
（５） 実践研究の進め⽅を会得する 
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【主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座 科⽬・内容・講師⼀覧（平成 29 年度 第 30 期）】 

※上記に加え、前期・後期に各 5 時間程度のゼミ演習あり。 
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（3）ゼミ指導講師指導に基づく全 6 回の課題レポートの提出、修了論⽂の執筆 
○主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座では、前述の前期・後期集中講義に加え、全 6 回の

課題レポートの提出、修了論⽂の執筆により、知識と技術の⼀定⽔準の習得を担保。

○課題レポートでは、地域の⼦育て⽀援における役割や職員育成の課題等、保育のリーダ
ーに求められる専⾨性を踏まえたテーマで、ゼミ指導講師による添削指導を受け、執筆。 

○修了論⽂の執筆においては、ゼミ指導講師による指導のもと、通年で実践研究に取り組
むことにより、⾃らの保育実践の⾒直しと、さらなる保育の質の向上が⾒込まれる。

○主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座では、下記 3 つの条件をすべて満たした場合に、修
了者として修了証書を発⾏。

（１）課題レポート（６〜11 ⽉）を全て締切⽇までに提出し、合格すること 
（２）前・後期集中講義の全てを受講すること  
（３）修了論⽂を締切⽇までに提出し、合格すること 

平成 27 年度までの累計修了者数は 1,873 ⼈（平成 28 年度は講座未了）。 
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○なお、主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座は、主任保育⼠または主幹保育教諭およびそ
れらに準ずるものを受講対象としているが、将来的に主任保育⼠または主幹保育教諭お
よびそれらに準ずるものを⽬指す保育⼠・保育教諭の受講も多くみられる

（4）修了者に向けたリカレント研修 「保育スーパーバイザー」養成研修会の実施 
○主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座の修了⽣等を対象としたリカレント研修の実施によ

り、継続的な学びの機会を提供。

○⼦育て家庭への⽀援などにおけるソーシャルワークや、⾃施設の職員が専⾨職として成
⻑していくための⽀援をするファシリテーターとしてのスキルを学び、組織を担うリー
ダーとしての資質向上を⽬的に毎年開催。 

○豊富なグループワークの実施により、保育実践で活かせる⼒を⾝に着ける講義内容とし
ている。

【平成 28 年度】2 ⽇間・540 分（９時間） 
1 ⽇⽬ ⾏政説明「保育分野の現状と取組について」 

厚⽣労働省 雇⽤均等・児童家庭局 保育課 

テーマ「保育⼠に求められる倫理とソーシャルワークの必要性」 
武庫川⼥⼦⼤学 教授 倉⽯ 哲也 ⽒ 

2 ⽇⽬ テーマ「専⾨職集団におけるスーパーバイザーに求められるファシリテーター 
としての役割とその⼿法」 

国⽴⼤学法⼈九州⼤学⼤学院 統合新領域学府 客員准教授 加留部 貴⾏ ⽒ 
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4. 保育所・認定こども園 保健・衛⽣専⾨研修会について
（1）保育所・認定こども園 保健・衛⽣専⾨研修会の趣旨 
○保育所・認定こども園等で求められる、すべての⼦どもの発達過程に対応した健康で安全

な⽣活と、その環境整備に向けた対応について学ぶ。

○感染症の知識や対応に加え、さまざまな傷害や事故の防⽌対策、個別の配慮を必要とする
アレルギーへの対応など、状況に応じた適切な⽀援を学ぶ内容。

○また、配慮を必要とする⼦どもや課題をもつ保護者への⽀援など、昨今、保育所・認定こ
ども園等に期待される役割もふまえた内容。

○⼦ども・⼦育てをめぐる今⽇的課題や、保育実践等において必要な保健・衛⽣に関する知
識の理解につなげるとともに、家庭や関係機関との連携などについても学ぶ。

○平成 10 年度から実施し、毎年 400 名程度の修了者を輩出。

（2）保育所・認定こども園 保健・衛⽣専⾨研修会の具体的内容 
【平成 28 年度】 
●⾏政説明「⼦ども・⼦育て⽀援新制度を取り巻く状況等について」60 分

厚⽣労働省 雇⽤均等・児童家庭局 保育課 

●講義「保育施設における感染症の基礎知識」105 分
三浦 義孝 ⽒（みうら⼩児科 院⻑／⽇本保育保健協議会 会⻑） 

●「アレルギーのある⼦どもへの対応〜保育現場における実践から考える〜」105 分
伊藤 節⼦ ⽒（同志社⼥⼦⼤学 特任教授） 

●講義・グループワーク「配慮を必要とする⼦どもやその家庭への⽀援」180 分
帆⾜ 暁⼦ ⽒（世⽥⾕⼦どもクリニック 副院⻑） 

●「乳幼児期の『⾷事』と『⾷育』の推進」105 分
師岡 章 ⽒（⽩梅学園⼤学 教授） 

○2 ⽇間・90 分×1 コマ・105 分×3 コマ・180 分×1 コマ 計 585 分（9.75 時間）
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○専⾨的知⾒からの講義であり、また、参加者は、保育⼠（保育教諭）のみならず、看護師・
栄養⼠等の専⾨職も多い。現場で起こっている実際的な疑問に答えるべく、講師からの講
義のほかに質疑に応じるための⼗分な時間を確保している。

○また、180 分のコマでは、講義とともに参加者間で意⾒交換を⾏うグループワークを取り
⼊れている。

○グループワークについて、受講した参加者からは、
・普段施設で「同じ⽴場で（同じ職種で）」話し合う機会がないので、参考になった
・似たような課題に悩んでいることを知り、安⼼し、また勇気づけられた
・他職種の⽅と意⾒交換することで、課題に対して普段意識していなかった観点から多⾯

的にとらえ、施設⼀丸となって取り組んでいくことの重要性を認識した 
などの声がアンケートに寄せられている。 

- 13 -



5. ⾷育推進研修会について
（1）⾷育推進研修会の具体的内容 

①本研修会の位置づけと経緯
 全国保育⼠会の『⾷育推進委員会』が企画、運営。
 『⾷育推進委員会』

 各都道府県・指定都市保育⼠会組織から各 1 名選出し、本委員会を構成
 さらに、各ブロックの⾷育推進委員から選出（計 7 名）と、全国保育⼠会の総務

部⻑（1 名）および、総務部担当副会⻑（1 名）により⾷育推進委員会 運営委員
（計 9 名）を構成。 

 ⼦どもたちの健やかな⼼と⾝体の育ちのため、保育における⾷育の推進をはかる
ことを⽬的とし、調査・検討・協議を⾏う。 

 ⾷育の推進に関するルーツは、昭和 53 年、⽇々の⾷事を保育の⼀環として位置
づけ、⾷育活動の果たす役割を重視して、全国保育⼠会の中に給⾷担当者の研
究組織を発⾜、研修会を開始したことに始まる。 

 平成 9 年にはこの流れを継承し、全国保育⼠会の総務部に「給⾷研究委員会」
を位置づけ、さらに平成 20 年の保育所保育指針の改定を受けて、名称を「⾷育
推進委員会」へ変更した。 

②本研修会のねらい
 栄養、アレルギーへの対応、⾷育計画等、保育実践に資する、⾷育に関する知

識を深める。 
 保育における重要な要素であることから、職種をこえて、保育にかかわる⽅々

（施設全体）が⼀体となって⾷育を進めていくための⽅法や⼯夫について学び
合う。 

 昨今の⾷育に関する制度動向や、⼦ども・⼦育てをとりまく現状の把握と課題
意識の共有をはかる。 

③本研修会の基本的な枠組み
対象：⾷育に携わる⽅（栄養⼠、調理師、保育⼠等）

各都道府県・指定都市組織⾷育推進委員、各⾷育組織正副会⻑・リーダー等 
定員：100 名 
⽇程：例年 7 ⽉下旬〜8 ⽉上旬の 2 ⽇間 
   1 ⽇⽬：午後 1 コマ・195 分程度（講義を想定） 
   2 ⽇⽬：午前 1 コマ・90 分程度（講義や実践報告を想定） 

午後 1 コマ・150 分程度（グループワークやシンポジウムを想定） 
形式：講義、グループワーク、実践報告、シンポジウム等 
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④平成 28 年度⾷育推進研修会
〔⽇程〕平成 28 年 8 ⽉ 3 ⽇（⽔）〜4 ⽇（⽊）の 2 ⽇間・475 分（7.9 時間/4 コマ） 
〔会場〕全社協・会議室  〔参加者数〕111 名 
〔内容〕 

◆1 ⽇⽬ 
【講義Ⅰ】（195 分） 
『⼦ども⼀⼈ひとりに応じた⾷事の提供 』 
講師：伴 亜紀 ⽒ （⾷と農のコンシェルジュ 株式会社 Graine） 

◆2 ⽇⽬ 
【講義Ⅱ】（90 分） 

『施設全体で取り組む⾷育と⾃園調理の優位性について 』 
講師：堤 ちはる ⽒（相模⼥⼦⼤学 栄養科学部 健康栄養学科 教授） 
    ［社会保障審議会児童部会保育専⾨委員会 委員］ 

［保育所等における⾷事の提供体制に係る調査事業 調査協⼒者会議 座⻑］ 
【解説】（30 分） 

『全国保育⼠会組織としての⾷育に関する発信について』 
解説者：北川 三和⼦（全国保育⼠会 ⾷育推進委員会 運営委員⻑） 

【シンポジウム】（160 分） 
『⾃園調理の優位性を考える』 
進 ⾏：堤 ちはる ⽒（相模⼥⼦⼤学 栄養科学部 健康栄養学科 教授） 
施設⻑：中瀬 泰⼦ ⽒（埼⽟県 おおぎ第⼆保育園 園⻑） 
栄養⼠：太⽥ 百合⼦ ⽒（東洋⼤学 ライフデザイン学部 ⾮常勤講師・管理栄養⼠） 
調理員：⼩⻄ 律⼦ ⽒（兵庫県 おさなご保育園 園⻑） 

⑤過去に取り上げたテーマ（肩書きは当時）
 「地域と連携してすすめる⾷育」

野⼝ 孝則 ⽒（上越教育⼤学⼤学院 教授／平成 27 年度） 

 「現代における⽣活習慣の特徴から⾒る⾷育の進め⽅」 
中尾 卓嗣 ⽒（ボランタリー⾷と環境教育アドバイザー／平成 27 年度） 

 「保護者と共に歩む⾷育〜⾷に対する共通認識の形成をめざす〜」 
室⽥ 洋⼦ ⽒（聖徳⼤学 前教授・兼任講師／平成 26 年度） 

 「『保育所における⾷事の提供ガイドライン』について」 
丸⼭ 裕美⼦ ⽒（厚⽣労働省雇⽤均等・児童家庭局保育課 保育指導専⾨官／平成 24 年度） 

 「保育所におけるアレルギー対応ガイドラインについて」 
丸⼭ 裕美⼦ ⽒（厚⽣労働省雇⽤均等・児童家庭局保育課 保育指導専⾨官／平成 23 年度） 

 「特別な配慮を含めた⼀⼈ひとりの⼦どもへの対応」 
室⽥ 洋⼦⽒（聖徳⼤学 教授／平成 22 年度） 
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（参考）全国保育⼠会⾷育推進ビジョン 
 保育における⾷育の取り組みをより明確かつ計画的にすすめるため、全国保育

⼠会が平成 24 年度に策定（平成 28 年 9 ⽉ 13 ⽇ ⼀部改定）。 
 本ビジョンは、全国保育⼠会倫理綱領と保育所保育指針にのっとり、保育に携

わるすべての職員が「⾷育」に関する共通理解のもと、⼀体的に「⾷育」を進
めるための指標である。 

 

全国保育士会 食育推進ビジョン 

【前⽂】 
「⾷育」は、⾝近な⼤⼈や他の⼦どもたちとの関わりの中で⾷事をおいしく楽しく⾷べることを通じ

て、⼦どもたちが⽣涯にわたって健康でいきいきとした⽣活を送る基礎となる「⾷を営む⼒」を育むこ
とを⽬的としています。 

全国保育⼠会では、全国保育⼠会倫理綱領と保育所保育指針にのっとり、会員が中⼼となり、保育に
携わる全ての職員が「⾷育」に関する共通理解のもと⼀体的に推進するための指標として、ここに「全
国保育⼠会 ⾷育推進ビジョン」を策定し、さらなる「⾷育」をすすめます。 
 
1. 保育実践と一体となった食育の推進に取り組みます。 

⾷育は⼦どもたちの成⻑・発達を育むなかで必要不可⽋なものであり、保育所や認定こども園等に
おける⽇々の⽣活の中で保育と⼀体的に取り組みます。 

 
2. 子どもの育ちを保障する食事の提供体制・環境を堅持した食育を推進していきます。 

⼦どもたちにとって⾝近な存在である職員が、⼀⼈ひとりの状態に合わせた⾷事を提供し、⼦ども
たちが作り⼿の顔を思い浮かべながら、おいしく楽しく⾷べることができる環境を守ります。また、
⼦どもたちの⾷への関⼼が⾼まるよう、五感を通じて⾷とふれ合える機会をもてるよう努めます。 

 
3. 食育の推進は家庭との協働によりすすめます。 

⼦どもたちの⽣活や⾷事に関する情報を家庭と共有し、相談に応じるなど望ましい⾷⽣活について
共に考え、家庭における⾷育を⽀援します。 

 
4. 施設全体で連携し、食育の推進に取り組みます。 

保育に携わる全ての職員が、保育所や認定こども園等で⾏う⾷育について共通の理解をもち、年齢
に合わせた計画の⽬標を共有し、互いの専⾨性を活かしながら連携・協⼒して取り組みます。 

 
5. 地域の子育て家庭への理解をすすめ、関係機関と連携・協力をして食育の推進に取り組みます。 

在宅の⼦育て家庭の乳幼児の⾷に関する相談に応じるなど、専⾨性を活かした助⾔や⽀援を⾏います。
また、地域の保健医療機関等と必要な情報を共有し、地域全体で連携して⾷育に取り組みます。 
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6. 全国保育研究⼤会、ブロック保育研究⼤会及び全国保育⼠会研究⼤会に
おける「実践研究発表」について 

○全国保育協議会では、毎年全国⼤会を実施し、第 2 ⽇⽬の分科会では、「実践研究発表」
を⾏っている。
（平成 28 年度 8 テーマ×3 発表 計：24 発表）

○研究のテーマは、3 か年ごとに「⼤会運営委員会」において協議・決定され、発表者（予
定者）は、⼤会に向けて、⻑期間にわたる実践研究を⾏い、分科会当⽇に発表を⾏う。

○また、都道府県のブロックを単位とする「ブロック保育研究⼤会」においても、同様に研
究テーマ設定に基づく、分科会での発表が⾏われている。

○なお、全国保育⼠会においては、毎年の全国⼤会に向けて「研究紀要（保育実践の研究論
⽂）」を「研究紀要委員会」の講師の指導のもと作成しており、分科会当⽇には紀要の論
⽂執筆者による発表を⾏っている。

全国保育士会 研究紀要委員会 ※学識関係のみ抜粋 

委員長 寺見 陽子 神戸松蔭女子学院大学大学院 子ども発達学科長・教授 

編集委員 青木 紀久代 お茶の水女子大学大学院 准教授 

阿部 和子 大妻女子大学・大学院 兼任教授 

大方 美香 大阪総合保育大学 学部長・教授 

大阪総合保育大学 大学院 教授 

小嶋 玲子 桜花学園大学 保育学部 教授 

兼任 桜花学園大学大学院 教授 

椛島 香代 文京学院大学 人間学部 児童発達学科 

同大学院 人間学研究科 兼任教授 

帆足 暁子 ほあしこどもクリニック 副院長 

室田 洋子 聖徳大学・大学院（前）教授・兼任講師 
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7. 「保育活動専⾨員」認定制度について 
   〜全国保育協議会・全国保育⼠会の研修受講の累積を評価〜 
（1）「保育活動専⾨員」認定制度の趣旨 
○全国保育協議会・全国保育⼠会では、保育所・認定こども園

の⻑や保育⼠・保育教諭等として必要な知識・専⾨技術・理
念などを習得し、現場ならびに地域におけるリーダーとして
活躍する⼈材を養成するため、所定の研修等を受講いただい
た⽅を「保育活動専⾨員」として認定する制度を実施。 

 
○受講した講座・研修会での研修実績を証明するとともに、今後のスキルアップを志向する

仕組みとして活⽤されている。 
 
○本制度の対象となる⼤会・研修会等を定めており、所定の受講実績が累積した後、「認定

レポート」の提出と併せて認定申請を⾏う。 
 
○前述の「教育・保育施設⻑専⾨講座」及び「主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座」は、同

講座の修了をもって認定対象となる。 
 
○認定期間は 1 期 5 年で、認定期間経過時に「更新⼿続き」を⾏うことで、次期の認定期

間に継続することができる。※「更新⼿続き」には、認定期間中の所定の受講実績が必要 
 
○認定制度創設（平成 19 年度）以降の認定者は、のべ総合計 1,596 名。 
 
（2）「保育活動専⾨員」認定制度の活⽤ 
○認定は、所定の要件を満たした“個⼈”に対して⾏うものであるが、平成 27 年度から「施

設掲⽰⽤認定証」を発⾏し、「『保育活動専⾨員』がいる施設」であることを保護者等に向
けてアピールできるツールを提供。 

 
○また、保育所・認定こども園等の施設ではない場所で、⼦育て⽀援に関する事業に取り組

んでいる⽅からは、保護者に安⼼してもらうべく、⼀定程度の専⾨的知識を備えているこ
とを証するものとして活⽤しているとの声もきかれる。 

 
【全国保育協議会・全国保育⼠会が実施する各種研修会に関するお問い合わせ先】 

 〒100-8980 東京都千代⽥区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 
全国保育協議会・全国保育⼠会 事務局（全国社会福祉協議会 児童福祉部 内） 

  TEL. 03-3581-6503 FAX. 03-3581-6509 Mail：zenhokyo@shakyo.or.jp
 

認定証（イメージ） 
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1．『全国保育協議会（全保協）』が実施する研修事業 一覧 

 研修会名 目的 受講対象 平成28年度実施状況 平成29年度 

1 保育所・認定こども園 

保健・衛生専門研修会 

保育所・認定こども園や乳

児院で必要な保健・衛生を

テーマとした知識・実践を

学ぶ。 

保育所・認定こども園の長、保

育士（保育教諭）、看護師、栄
養士、調理員、子育て支援セ
ンター職員等保育関係者、乳
児院関係者 

6月17日（金）～18日（土） 

会場：横浜市（新横浜プリンスホテル） 

参加者数407名（27年度：425名） 

参加費：会員14,000円、会員外19,000円

 

○6月29日（木）～30日（金）

に実施の予定 

2 保育21世紀セミナー 保育の質を高め、保育機能

の向上を図ることを目的

として全保協、全国保育士

会の共同実施により実施。

保育所・認定こども園の長、

保育所・認定こども園職員、

行政関係者、学識者、その他

保育・子育て関係者 

8月3日（水）～4日（木） 

会場：横浜市（新横浜プリンスホテル） 

参加人数：386名（27年度：394名) 

参加費：会員14,000円、会員外19,000円

※「改定保育所保育指針研修

会」（仮称）に改称して開

催 

○7月下旬から9月上旬目途

に実施の予定 

3 公立保育所等トップセミナー 保育行政の今後のあり方

や公立保育所・公立認定こ

ども園等の意義、役割を一

層普及することを目的と

して開催。 

公立保育所・公立認定こども

園の長、都道府県・市区町村

行政保育担当者 他 

8月26日（金）～27日（土） 

会場：横浜市（新横浜プリンスホテル） 

参加人数：358名（27年度：356名) 

参加費：会員10,000円、会員外15,000円

○8月25日（金）～26日（土）

に実施の予定 

4 教育・保育施設長専門講座 

プログラム（1）、（2）、（3） 

（プログラム（2）・（3）は受講

後にレポート提出あり） 

教育・保育施設長に求めら

れる専門的能力の向上と、

時代の要請にこたえる保

育リーダーを養成する。 

①保育士資格または社会福祉

主事任用資格を有し、保育所長

または保育所長に準ずる職に

ある者 

②保育士資格または幼稚園教

諭免許状を有し、現在、認定こ

ども園園長または園長に準ず

る職にある者 

③上記に準ずるとみなされる

者 

○プログラム（1） 

平成29年1月30日（月）～31日（火） 

会場：東京都（ﾎﾃﾙ JAL ｼﾃｨ田町 東京） 

参加人数248名（27年度：235名) 

参加費：30,000円 

○プログラム（2） 

8月29日（月）～31日(水) 

会場：東京都（ﾎﾃﾙ JAL ｼﾃｨ田町 東京） 

参加人数108名（27年度：163名） 

参加費：35,000円 

○プログラム（3） 

9月21日（水）～23日（金） 

会場：横浜市（新横浜プリンスホテル） 

参加人数150名（27年度：91名） 

参加費：35,000円 

プログラム(1) 7月 

プログラム(2) 9月 

プログラム(3) 平成30年1月

 

※いずれも予定 
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研修会名 目的 受講対象 平成28年度実施状況 平成29年度 

6 教育・保育施設長専門講座 

リカレント研修会 

教育･保育施設長専門講座

（旧：保育所長専門講座）

修了生等を対象に、フォロ

ーアップの研修を実施し、

リーダーとしての研鑽を

図る。 

教育・保育施設長専門講座修了

生、保育所長専門講座修了生、

主任保育士・主幹保育教諭特別

講座修了生、主任保育士特別講

座修了生、保育活動専門員認定

者、全保協協議員 

平成28年度は実施なし（隔年開催） ○平成30年2月開催予定

・会場：東京都 

・期間：2日間 

・定員50名 

参加費：20,000円 

7 保育所・認定こども園 

リーダートップセミナー 

保育現場を率いるリーダ

ーとしてのさらなる研鑽、

リーダーとして今日的に

求められる役割等を学ぶ。

所長・園長、または準ずる者 ○平成29年2月9日（木）～10日（金）

会場：千葉県（東京ベイ幕張ホール）

参加人数：264名(27年度：283名)

参加費：会員14,000円、会員外19,000円

○平成30年2月開催予定
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2．『全国保育士会』が実施する研修事業 一覧

研修会名 目的 受講対象 平成28年度実施状況 平成29年度 

1 全国保育士研修会 「保育士の研修体系」に基

づき、保育士（保育教諭）

の専門性の向上に資する

べく、昨今の子ども・子育

てを取りまく社会情勢に

即した、具体的な対応・取

り組み等を中心に学ぶこ

とで、主任保育士およびリ

ーダー的職員の資質向上

につなげる。 

主任保育士・主幹保育教諭お

よび保育所・認定こども園等

のリーダー的職員 

平成29年2月7日（火）～8日（水） 

会場：横浜市（新横浜プリンスホテル） 

参加者数560名（平成27年度：560名） 

参加費：会員12,000円、会員外13,000円

○平成30 年 2 月の連続2日

間／関西方面での開催（予

定）

2 主任保育士・主幹保育教諭 

特別講座 

（前期・後期それぞれ4日間の

集中講義のほか、6回の課題レ

ポートの提出及び修了論文の

執筆あり） 

主任保育士・主幹保育教諭

等リーダー的職員の高度

な専門性及び指導力の向

上を図り、保育現場それぞ

れの保育の質向上につな

げる。 

また、保育の実践研究を行

うことのできる保育者の

養成を図る。 

保育経験が概ね 10 年以上あ
り、主任保育士または主幹保
育教諭およびそれらに準ずる
者 

○前期集中講義

6月10日（金）～13日（月）

会場：神奈川県葉山町（ロフォス湘南）

参加者数63名（27年度：53名）

○後期集中講義

9月24日（土）～27日（火）

会場：神奈川県葉山町（ロフォス湘南）

参加者数62名（27年度：53名）

受講料：120,000円

○前期集中講義：6月9日（金）

～12日（月）

○後期集中講義：9 月 29 日

（金）～10月2日（月）

3 「保育スーパーバイザー」養

成研修会 

日々の保育においてリー

ダー的役割を担う主任保

育士・主幹保育教諭等が、

スーパーバイザーとして

の役割や技術を学ぶこと

によって、組織全体の保育

の質の向上を図る。 

主任保育士・主幹保育教諭特
別講座修了生、全国保育協議
会「教育・保育施設長専門講
座修了生 等 

○9月28日（水）～29日（木）

会場：東京都（全国社会福祉協議会）

参加者数60名（27年度：55名）

参加費：会員23,000円、会員外25,000円

○8月23日（水）～24日（木）

開催予定
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研修会名 目的 受講対象 平成28年度実施状況 平成29年度 

4 食育推進研修会 保育に関わるすべての専

門職が連携し、施設全体で

食育を実践することの意

義を考えるテーマを設定

するとともに、シンポジウ

ムやグループワークを通

して、参加する様ざまな職

種間が意見交流を図る。 

個別の対応を必要とする

子ども（アレルギー、体調

不良児、偏食等）への支援

について、専門的な知識や

個別の対応の技術的部分

を学ぶ。 

食育に携わる方（保育士、調
理員、栄養士、看護師等） 等

○8月3日（水）～4日（木）

会場：東京都（全国社会福祉協議会）

参加者数111名（27年度：77名）

参加費：9,000円

○8月2日（水）～3日（木）

開催予定

5 改定保育所保育指針研修会 

（仮称） 

改定保育所保育指針の内

容理解を図るとともに、指

針の学びをとおして、保育

士の専門性や求められて

いる役割について理解を

深め、一層の保育の質の向

上につなげる。 

保育所・認定こども園の長、
保育所・認定こども園職員、
行政関係者、 学識者、その他
保育・子育て関係者 

○平成29年度新規事業

（保育21世紀セミナーの改称）

○7月～9月開催予定
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保育⼠のキャリアパスに係る研修体系 分野別リーダー研修に該当すると想定する全国保育協議会／全国保育⼠会が実施する研修事業

①乳児保育 ②幼児教育 ③障害児保育
④⾷育・

アレルギー対応
⑤保健衛⽣・

安全対策
⑥保護者⽀援・

⼦育て⽀援
マネジメント 保育実践

保育所・認定こども園保健・衛⽣専⾨研修会 ○ ◎
保育21世紀セミナー ○ ○ ○ ○

公⽴保育所等トップセミナー ○ ○ ○ ○

教育・保育施設⻑専⾨講座 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎
教育・保育施設⻑専⾨講座 リカレント研修会 ◎
保育所・認定こども園リーダートップセミナー ○ ○ ○ ○
全国保育研究⼤会・ブロック保育研究⼤会
（分科会・実践研究発表） ◎
全国保育⼠研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主任保育⼠・主幹保育教諭特別講座 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

「保育スーパーバイザー」養成研修会 ◎ ◎
⾷育推進研修会 ◎
改定保育所保育指針研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全国保育⼠会研究⼤会
（分科会・実践研究発表） ◎
◎は、現⾏実施している内容が、分野別リーダー研修に相当すると想定しているもの。

○は、実施年度により取り上げる項⽬が異なる（毎年度は実施していない）が、それぞれの研修等において対象としているもの。

また、実施⽅法等の調整（研修時間の拡充等）により、各分野別リーダー研修に相当すると想定しているもの。

全
国
保
育
協
議
会

全
国
保
育
⼠
会

保育⼠のキャリアパスに係る研修体系 分野別リーダー研修
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